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経営学部教授 高 橋 正 泰
1997年度 の 明治 大 学 国 際交 流 基 金 によ る外 国人 学 識者 短 期 招 請 プ ログ ラム に よ っ
て 、 サ ン フ ォー ド ・M・ ジ ャ コ ビー教 授 は6.月29日か ら7月24日 まで 日本 に滞在 さ
れ 、帰 国 され る まで精 力 的 に講 演 や セ ミナ ー 、,およ び研 究活 動 を進 め られた 。
ジ ャ コ ビー教 授 は現 在 カ リフ ォル ニ ア大学 ロサ ンゼ ル ス校(UCLA)の ビジネ
ス ス クール であ るジ ョンE.ア ンダ ー ソ ン ・グ ラ ジ ュエ イ ト ・ス クール ・マネ ジ
メ ン ト(TheJohnE.AndersonGraduateSchoolofManagement)で教 鞭 を と って
お られ 、 ア メ リカ の経 営 史 と りわ け労 使 関 係 の 分 野 で は第 一 人 者 で あ る。 また 、
UCLAの 歴 史 学部 お よ び公共 政 策 ・社 会 調査 研 究 ス ク ール の政 策 研 究 の教 授 を さ
れて お り、 さ らにUCLA産 業 関 係研 究 所 の 副所 長 に就 いて お られ る。
教 授 は ペ ンシル バ ニ ア大 学 で 学 ば れ た後 、1981年に カ リフ ォル ニ ア大学 バ ー ク レ
ー校 よ り経 済 学 の博 士 号 を取 得 され て い る。 また1986年には 、 そ の年 の も っと も優
れ た著書 に贈 られ るア メ リカ経 営学 会 の権 威 あ るテ リー賞 を教 授 は授 与 され た。 こ
の著 書 万ηρ∠。yinyBureαuera・yは『雇 用 官 僚 制 』 と して 翻訳 され て お り、 わ が国 に
お い て も非 常 に高 い評 価 を得 て い る。 その 他 、教 授 に は多 くの業 績 が あ り、 その評
価 もア メ リカの み な らず、 多 くの 国 々に お よん で い る。
招 請 期 間 の本 学 で の研 究 ・教育 活 動 と して は、下 記 の よ うに4回 にわ た って講 義
な らびに セ ミナ ー、懇 談 会 を 実地 した。
(1)教員 向 けセ ミナ ー
日 時:7.目9日(水)14時 ～16時








632教室(駿 河 台 キ ャ ンパ ス)
EmpoymentSystemofLargeCorporationinJapanandthe
U.S.:AComparativeandHistoricalAnalysis
(日本 と ア メ リ カ に お け る大 企 業 の 雇 用 シ ス テ ム ー 比 較 お
よ び歴 史 的 分 析 一)












大 学 院棟 第2会 議室(駿 河台 キ ャ ンパ ス)
TheFutureofJobsinCalifornia
(カリフ ォル ニ アにお け る将 来 の仕 事)
7月11日(金)17時～19時
研 究棟第3会 議 室(駿 河台 キャ ンパス)
本学職員 な らびに学外研究者
(1)の教 員 向 けセ ミナ ー で は 、 ジ ャ コ ビー教 授 の名著 『雇 用 官 僚 制 』 以 降 の ご研 究
を 中 心 と して新 著M・d・rnMan・γs:M・lfαreCapitatismsin・etheIV・ωD・a∠
(『現 代 の会 社 荘 園 制 』)に っ い てセ ミナ ーが行 われ た 。 『雇 用 官僚 制 』 で は、 今
世 紀 の初 あか ら第2次 世 界 大 戦期 にか け ての ア メ リカに お け る雇 用慣 行 の発 展 史 を
「良 い仕事(goodjob)」の 成立 史 と して描 き 出 され て い た。 それ は 、第 一 に雇 用
の安 定 で あ り、第二 に賃 金 の 公正 さ、第 三 に福 利厚 生 の発 達 に見 出 され 、 この 発 展
史 を諸 々の社 会 諸要 因 に対 す る産 業技 師 ・雇 用 主 ・社 会 改 良 家 ・政 治家 ・労 働 者 な
ど の諸 階 層 の反 応 と相 互 作 用 の社 会 経 済 史 と して 位置 づ け られ て い る。 この よ うな
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社会諸要因に対す る雇用 の制度化 は、1930年代 のニ ュー ・デ ィール労働法制 と産業
別労 働組 合 の興 隆 ・成立 に よ り団体 交渉 制 とい う新 しい枠組 みの中 に発 展的 に
継承 され、第二次世界大戦以後制度化 の度合 いを高 めて いくことになった。福利厚
生 も団体交渉の事項 とな り、 「良 い仕事」の枠組 みによる福祉資本主義(Welfare
Capitalism)は1930年代 に完全 に消滅 したとみな されてきた。 しか し、 ジャコビー
教授は この見方 に疑問を呈 し、福祉 資本主義 は1960年代以降の組合不在企業 の ヒュ
ーマ ン ・リソース ・マネ ジメ ン トの発展 に結 びつ いてい くというもう一つのアメ リ
カ労使関係 をセ ミナーで展開 された。現在 、アメ リカの民間部 門の組合組織率 は10
パーセン トを切 り、 さらに低下傾 向にあ ることを考 え ると、注 目されるべ き主張 と
な ってい る。
② の学部学生 への講義は英語 で行われた。講義は、 日米 の大企業でみ られ る雇用
システム には、一般的 に異 な っていると認識 されて いるが、実は類似性 を多 くもっ
てい ることを持 論の福祉資本主義 の立場か ら分 か りやす く説明 された。英語 によ る
講義 を聞 く機会 をあま りもたない学部学生に とって は、少 なか らず戸惑 いが あった
ようであ るが、英語 による質問 も活発 に行われ、アメ リカの ビジネ ス ・スクールの
一端 を覗 いたよ うで、大 いに刺激 を受 けて いたよ うで あった。
大学院生 向けの講義 は、 カ リフォルニ アにおける将来の仕事 につ いての展望を実
証分析に基 づきなが ら、熱 っぽ く語 られた。 カ リフォルニア州 はアメ リカの縮図の
ような状態にあ り、ある意味ではカ リフ ォルニアでの仕事 のあ り方 をみ ることは、
将来 にわた ってアメ リカの雇 用や仕事の あり方 がどの よ うe三変わ ってい くか を予測
す ることができる。 この講 義では、アメ リカの低賃金労働者 が会社内で起 こる変化
に十分対応 しきれな いとい うミスマ ッチと従 業員が十分な教育 を受 けた労働者 とな
っていないことか ら起 こる ミスマ ッチを指摘 し、賃金格差の増大 とい う観点か らカ
リフォルニアにおける仕事の技術 を分析 し、説 明 され た。 そ して、高度 な技術を必
要 とする職業 は相対的に低 い技術 による職業 よりも報酬は高 くな っている一方で、
1990年代中頃か ら低技術労働よ りも高技術労働の急速 な増大 がお こっている ことを
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明 らか にされた。 そ して、移民労働者 、ジェンダ ーな どアメ リカが抱 え るさまざま
な社会 的要因 との関係 につ いて、 ジャ コビー教授は資料 を使 いなが ら具体的 に説明
され、今後10年間 にカ リフ ォルニアには、教育 訓練 システムの基金創設 とその質を
高め ることが要求 されると結 ばれた。講義終了後 には、大学院生か ら多 くの質問が
あ り、活発 な議論 が行われた。
最後 に教職員 との懇談会では、 フリー ・デ ィスカ ッションが行われ、 マネ ジメ ン
トや労使関係、および企業問題 などの専門分野 に とどま らず、大学問題、教育 問題
や社会問題 などフランクな雰 囲気 の中で広範 囲にわた って活発 な意見交換を行 い、
貴重 な時間を ジャコビー教授 ともつ ことがで きた。
以上 、本学におけるセ ミナー、講 義および懇談会 を通 して ジャコ ビー教授の真摯
で実直 な人柄 が多 くの人 に印象づ けられ、また教授の豊富 な知識 と見識 に触 れ るこ
とがで きた。教授 は 日本 について多 くのことを知 ってお られ るだけでな く、 ロサ ン
ゼル スの ご自宅 で自 ら豆腐 のみそ汁をつ くられ るなど大変 な親 日家 であ る。今回 の
滞在中 も社会政策労働史部会での講演 といった学術交流 や調査研究 のみな らず、 日
本の文化 や歴史 をスケジュールの合間 をぬって積極的 に吸収 しようとされていた。
これを機会 に、提携校 であるUCLAと 明治大学 との間 に多 くの交流 がさ らに行
われ ることを期待 している。
最後 に、ジャコビー教授の招請 にあた って、惜 しみないご尽 力を戴 いた国際交流
セ ンターのスタ ッフの皆様、その他関係各位 には この場を借 りて御礼を申 し上 げる
次第 です。
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